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適時調査の集計結果 

事業リスクと BCP の策定状況 

－事業リスク上位 5 位に関する比較表－ 
公益社団法人日本監査役協会 

2023年 3月 20日（月） 

 
本表は、本調査における事業リスクの上位 5位、すなわち、①地震、台風、竜巻等の天災、②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）、③原材料、仕入商品の高騰・不足、④既存市場の競争激化、需要変化、⑤

サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等を取り上げグラフ化している。 

 
（問１ 市場区分・問２ 業態・問３ 重視している事業リスク 省略） 

問 4 問 3で選択した事業リスクを認識するに当たって、重視した基準をお教えください。（複数回答可） 

 

①地震、台風、竜巻等の天災                  ②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）           ③原材料、仕入商品の高騰・不足 

 

 

④既存市場の競争激化、需要変化                ⑤サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等 
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問 5 問 3で選択した事業リスクについて BCPを策定していますか。 

①地震、台風、竜巻等の天災                   ②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）          ③原材料、仕入商品の高騰・不足 

 

 

④既存市場の競争激化、需要変化                 ⑤サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等 
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問 6 BCP策定内容を議論・検討する実質的な合議体等はどこですか。（複数回答可） 

①地震、台風、竜巻等の天災                  ②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）          ③原材料、仕入商品の高騰・不足 

 

 

④既存市場の競争激化、需要変化                     ⑤サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等 
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問７ BCPの見直しの頻度はどれくらいですか。 

①地震、台風、竜巻等の天災                  ②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）         ③原材料、仕入商品の高騰・不足 

 

 

④既存市場の競争激化、需要変化                     ⑤サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等 
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問 8  BCPを策定していない理由として近いものを１つお選びください。 

①地震、台風、竜巻等の天災                   ②人材流出・人材確保（給与水準引き上げ等）          ③原材料、仕入商品の高騰・不足 

 

 

④既存市場の競争激化、需要変化                      ⑤サイバー攻撃、ハッキング、個人情報漏えい等の情報セキュリティ等 

 

 

以上 

21(19%)

4(4%)

18(16%)

35(31%)

35(31%)

0 20 40

その他

リスクが大きすぎて個社では対応できない

経営資源に余裕がなく策定までにいたらない

各部門での当該リスクに応じた個別マニュアルで対応

社長直轄の対策組織を立ち上げるなどの対応を行うため

N=113 99(32%)

18(6%)

69(22%)

55(18%)

67(22%)

0 60 120

その他

リスクが大きすぎて個社では対応できない

経営資源に余裕がなく策定までにいたらない

各部門での当該リスクに応じた個別マニュアルで対応

社長直轄の対策組織を立ち上げるなどの対応を行うため

N=308

25(12%)

39(18%)

28(13%)

50(23%)

71(33%)

0 40 80

その他

リスクが大きすぎて個社では対応できない

経営資源に余裕がなく策定までにいたらない

各部門での当該リスクに応じた個別マニュアルで対応

社長直轄の対策組織を立ち上げるなどの対応を行うため

N=213

46(21%)

25(12%)

29(14%)

32(15%)

82(38%)

0 45 90

その他

リスクが大きすぎて個社では対応できない

経営資源に余裕がなく策定までにいたらない

各部門での当該リスクに応じた個別マニュアルで対応

社長直轄の対策組織を立ち上げるなどの対応を行うため

N=214 15(15%)

1(1%)

20(20%)

33(32%)

33(32%)

0 20 40

その他

リスクが大きすぎて個社では対応できない

経営資源に余裕がなく策定までにいたらない

各部門での当該リスクに応じた個別マニュアルで対応

社長直轄の対策組織を立ち上げるなどの対応を行うため

N=102


